
「なら・図書館に集う会」平成 29 年度総会 概要報告 
 
日  時：平成 29 年 8 月 24 日(木)  13 時 00 分～13 時 45 分 
会  場：奈良県立図書情報館 経営委員会室 
出席状況：会員 13 名（うち役員 11 名） 事務局 4 名 
 
＜概要＞ ※敬称略 
１ 開 会 
 出席者紹介 
 （１）挨拶  
理事長 山口 昌紀 
「なら・図書館に集う会」は、県立図書情報館の活動に積極的に参加し、より大きなつな

がりとなることを支援したいという想いを持つ方々とともに、昨年の１１月に設立され

た。 

 県立図書情報館が担う、県内各地における文化創生の成果を発信する拠点としての役割

を後押しすることが目的と考えている。 

  奈良は日本の文化の基礎を作った地である。この目で戦争の悲惨さを見てきたが、現在

は経済大国として歩んでいるものの、日本人の思いやりのある美しい心が失われていると

感じる。「なら・図書館に集う会」を育て、日本の原点に戻るような活動をしていただき

たい。 

  本日の総会は、設立総会以降初めての総会となるが、過年度の決算・事業報告と今年度

の予算・事業計画についてご審議いただく。 

  また、役員の皆様の再任についても、事務局より提案があるので、どうぞよろしくご審

議をお願いする。 

  

 
奈良県立図書情報館 館長 千田 稔 
本日の会員様の出席、及び山口理事長からの温かい言葉への御礼。 

この図書館により多くの人が集う場でありたい、ただ本を借りるだけではなく、この図書

館を通じ文化的な活動が発展していったら良いと考えている。日本の体力が弱くなって

いると感じており、明治頃からの骨のある政治家がどのような本を読んだのかも考えて

みたいと思っている。原点に戻るための日本のあり方をいろんな会合で話し合えたら良

いと考えている。 
本日は貴重なご意見を承りたい。 

 
 
２ 会議の公開について 
  資料 1「会議の公開等について」に基づき事務局から説明 



議事録については後日当館ＨＰで公開する。ただし、発言者の氏名は公開しない。 
  →異議なく承認 
    
 
以後の議事は、山口理事長が議長となり進行 

 
３ 議 事 
（１）なら・図書館に集う会 第２期会員（案）について 
 資料３「なら・図書館に集う会 第２期会員（案）」に基づき事務局から説明。第１期

役員を再任する形で引き続きお願いしたい旨、及び会則第 9 条に基づき再任を妨げな

いことについても説明。 
  
→異議なく承認 
 
（２）なら・図書館に集う会平成 28 年度事業報告及び収支決算について 
資料 4「なら・図書館に集う会平成 28 年度事業報告及び収支決算」に基づき事務局から

説明。瀬川監事による監査の結果、本会の会計が適正に執行されていることを報告。 
 
→異議なく承認 
 
 

 （３）なら・図書館に集う会平成 29 年度事業計画（案）及び収支予算（案） 
資料４「なら・図書館に集う会平成 29 年度事業計画（案）及び収支予算（案）」に基づき

事務局から説明。 
 ・講演会に関しては、奈良を語るシリーズを引き続き開催したい。講師は会員外の方も含

め検討したい。また、11 月くらいを目処に映画の上映会なども検討しているところであ

る。 
・新大和鉄道唱歌歌詞募集についても説明。 

 
→異議なく承認 

 
（４）その他 

 ・（出席者）事業内容についてはこれからということであるが、地域の人がたくさん集ま

るイベントが必要。地理的に非常に不便な場所であるが、県立図書館なので、魅力ある県

民参加型のイベント、本を核とした子どもも大人も集まるような本に親しむイベントを

やっていただきたい。全国学校図書館協議会で行っているイベントなどをリサーチいた

だきたい。将来の話として、参考にしてもらえれば。 
 



・（理事長）ただいまのご発言は、誠にそのとおりだと思う。具体的な案はこれからだが、

最もなご意見であると感じる。 
・（事務局）十分検討し、加味させていただきたい。蔵書と繋がる内容を検討したい。 
・（館長）図書館としてのイベントと集う会のイベントは、しっかり分けて考えたい。 

いただいたご意見について、図書情報館のイベントとして充実させていきたい。 
 
 
５ 閉会 
 
出席者から他に意見等はなく、閉会。 
 

       （文責：事務局） 


